
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,619 人     
女性   16,251 人    
合計   30,870 人    
世帯   13,429 世帯

( ＋ 1）
( ＋ 23）
( ＋ 24）
( ＋ 29）

人の動き
 （Ｈ30.11.30 現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   1 月 31日木  口座振替 1 月 25 日金

町 県 民 税　　　　　　    　　      　   　　 第 4 期
国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 7 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 7 期
後 期高齢 者医 療 保険 料（ 普 通 徴 収 ）        第 7 期
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
たかはし・てるひこ　会社員。得意料理はカレーとパスタ。中川原
　出身
たかはし・おりえ　会社員。おいしいものを作るのも食べるのも大
　好き。神崎出身。
たかはし・しんのすけ　踏み切りの遮断機が大好き。1 歳 11 カ月。

　中川原に住む高橋さんファミリー。実家の近くに家を建て、
お出掛けやイベントなども三世代で楽しむ仲良し家族です。
　名前の漢字から、「織姫と彦星」を連想させる織江さんと皓
彦さん。小学校の同級生という2 人は、近くに住む両親の協力
を得ながら、みんなで温かく信乃介くんを育てています。
　そんな 2 人が互いにたたえるのは、信乃介くんへの接し方
です。皓彦さんのことを「子どもが大好きで全力で上手に遊
んでくれるからすごい」と話す織江さんに、織江さんのこと
を「いつも楽しそうによく話し掛けています。そのおかげか
子どももおしゃべりになりました」と笑う皓彦さん。お互い
に大きな愛情で信乃介くんを包んでいます。
　お出掛けの話をすると、「じいじと、ばあばと、まあ（皓彦さ
んの妹）と、パパと、ママとみんなで行こうね」とにっこりする
という信乃介くん。家族思いの両親の影響で、みんなを大切に
思う優しい男の子に育っています。
　今後は、家族で温泉旅行や電車がある遊園地に行きたいと話す
高橋さんファミリー。これからも家族の絆を大切にしていきます。
　次回は、皓彦さんと織江さんの同級生、加藤宏祟さん＝中川
原＝ファミリーをご紹介します。

高橋皓彦さん 織江さん 信乃介くん
（中川原）

家 族 の き ず な

　エミフル MASAKI は、「笑顔がいっぱい」「笑顔が降るま
ち」の２つの意味が込められたショッピングモールです。

「初・発」にこだわり常に新しさを発信し続けながら、時代
の変化とともに進化を続けています。敷地面積約 20 万平
方メートル、延床面積約15万平方メートル、店舗面積約 8.5
万平方メートルに、フジグランを核店舗として 210 の専門
店がそろっています。2017年度は約1,360万人の来場者数、
売上高は 348 億円で四国最大級のショッピングモールとし
てお客さまに支えていただいています。
　また、年間1,200 回を超えるイベントを開催し、ご来店の
ときは 「ウキウキ」「ワクワク」「ドキドキ」していただき、お
帰りになるときには「ニコニコ」して帰っていただけるよう、
全従業者がお客さまに最高のおもてなしを提供しています。
　10 周年を迎えた本年度、10 年分の感謝を特別企画とし
てお客さまと地域にお届けし、松前町とともに発展し続ける
ショッピングモールを目指してまいります。常に新しさを発信
し、施設の機能強化を行うことで、これからもご愛顧いただ
けるショッピングモールづくりに努めてまいります。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私が、本年度 10周年を迎えたエミフル
MASAKI について紹介します。

　北伊予小学校 4 年生の髙石啓太くん。絵を描くことが大好き
な男の子です。
　環境問題に関心があるという啓太くん。夏休み中に1カ月か
けて完成させたポスターが、「平成 31年度用愛媛県緑化キャン
ペーンポスター原画」の特選に選ばれました。この作品は、西日
本を襲った平成 30年7 月豪雨の被害を見た啓太くんが、「自然を
守りたい」との思いで描いたもの。作業風景の写真を見たり、捕
まえた虫を直接観察したりしながら丁寧に仕上げました（下絵）。
　絵を描く上で、「上の方は太陽が光って
いるから白、下の方は土だから黒というよ
うな色の分け方が難しい」と話す啓太くん。
将来お絵かきの先生になるために技術を習
得しようと、毎日絵を描いています。
　今後は、瀬戸内海の絵に挑戦し、「海岸に
ごみが捨てられている現状をみんなに伝え
て海を助けたい」と意気込んでいました。
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「得意な絵を通じて環境問題を考える」頑張る子どもを紹介します
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松前町は 2060 年に 25,000 人のまちを維持します

企業自慢編

エミフル MASAKI   副支配人

家髙大幸 さん
Hiroyuki Ietaka
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